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1．はじめに 

無線技術の発展により，構内 LAN のみならず公衆無線

LAN などにおいても多方面で無線技術が利用されるように

なった．無線通信は有線通信に比べて，構築性，移動性に

おいて優れるとされている．また，インターネットや映像

通信サービスの普及に伴い，ビデオ会議や遠隔講義，モバ

イルユーザによるライブ映像配信などの映像通信サービス

が展開されている．これら映像通信では利用者の要求に応

じた適切な映像品質で通信を提供することを求められる．

そのため，サービス向上のためにアプリケーションやネッ

トワークレベルでの QoS の研究や映像通信の品質制御に関

する研究が行われている[1][2][3]．無線ネットワークにお

ける映像品質に影響する要因としては無線の規格や無線

AP(アクセスポイント)と端末間の距離，動的な距離の変化，

バースト的な通信断，電波干渉などが挙げられる．これら

のことから映像通信を行う際，ネットワーク性能に応じて

映像品質の制御を行う必要がある．そこで，無線ネットワ

ーク環境における映像品質制御手法を提案する．提案手法

では，ネットワーク性能が大きく変化する無線環境下での

映像通信でも大きな乱れや断絶しない映像通信の実現を目

指している．本稿では，提案手法における映像品質制御の

概要について述べる． 

2 ．システム概要 

システム概要図を図 1 に示す．ビデオ会議などの映像通

信は映像・音声をメディアストリームとして利用者端末間

で通信を行う．この際，通信を行うネットワークが無線環

境を含み，ネットワーク性能が大きく変化することを想定

して，このネットワークで行う映像通信をサポートする．

このシステムを実現するために必要な機能として以下の 4

つが挙げられる． 

1. 利用者端末のエンド間でネットワーク性能の測定 

2. ネットワーク測定結果に合わせた映像品質選択 

3. 利用者要求の反映 

4. 動的な映像品質変換 

 無線環境は常に変化することが考えられるため，エンド

間で定期的にネットワーク性能を測定し，映像品質に反映

させることで無線環境の変化に対応する．ネットワーク性

能が低下した場合，映像品質を制御せずに通信を行ってい

ると，映像が大きく乱れたり，通信そのものが途絶する可

能性がある．そのため，ネットワーク性能が低下した場合

は映像品質を調整するために，現在のネットワーク性能に

適した品質のパラメータを選択し，その映像品質に変換す

る．この際，利用者は要求として映像品質項目に優先度を

設けることができるので，システムは利用者が必要とする

項目をなるべく保つように映像品質のパラメータを選択 

 

 

 

 

する．また，映像品質の変換は動的に行うことで利用者自

身が変換や映像通信の再設定を意識することなく映像通信

を使うことができる． 

 
 

 

3．システムアーキテクチャ 

本システムの 4 つの機能と映像通信を行う機能を持った

アーキテクチャを図 2 に示す．User Interface(U.I)では利用

者要求の設定を行う．利用者は通信する映像の画質（解像

度）となめらかさ（フレームレート）の優先度を設定でき

る．また，定期的に測定を行っているネットワーク性能の

結果を表示する．Quality Controller(Q.C)では利用者要求の

処理と各モジュールへの命令，そして測定結果と利用者要

求 か ら 適 し た 品 質 の 選 択 を 行 う ． Network Status 

Monitor(N.S.M)では定期的なネットワーク性能の測定と測

定結果の処理を行う．測定項目は，RSSI 値と可用帯域，

遅延，ジッタ，パケットロスの 5 項目である．これらの測

定結果を映像品質のパラメータの選択に利用する．Media 

Stream Processor(M.S.P)では，映像の通信と選択された品質

への動的な品質変換を行う．映像変換に関しては，解像度

とフレームレートで調整を行う．また同時に，使用するコ

ーデックの設定値の調整も行う． 
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図 1.システム概要図 

図 2.システムアーキテクチャ 
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本システム内部の状態遷移図を図 3 に示す．U.I で利用

者による要求設定が行われると Q.C 内で現在のネットワー

ク性能を測定するように N.S.M に命令を出す．測定終了後，

測定結果から Q.C 内で現在のネットワーク性能と利用者要

求に適した品質が選択される．その後，Q.C は選択した品

質に変換して通信を行うように M.S.P へ伝える．また，一

定時間ごとにネットワーク性能が測定され，その都度品質

の選択と変換が行われる．ネットワーク性能は測定される

度に U.I にその結果が表示されることで，利用者は現在の

ネットワーク性能を把握することができる．これらを繰り

返すことで使用している無線環境の変化による映像の乱れ

や断絶を抑制することができ，現在のネットワーク性能と

利用者の要求に沿った映像品質で通信を行うことが可能と

なる． 

 

 
 

4．映像品質制御 

 システムアーキテクチャの Quality Controller における映

像品質制御のイメージを図 4 に示す． 

 

 
 

 

品質の選択および変換は解像度とフレームレート，コー

デックの設定値の調整で行う．定期的な測定結果と利用者

要求から映像通信に必要な帯域と利用者要求を満たした解

像度とフレームレートの組み合わせを選択する．また，利

用者要求では，解像度とフレームレートに優先度を設ける

ことで，現在の映像品質より低い映像品質を選択するとき

に調整する項目を決定する．非優先項目の品質を調整して

も現在のネットワーク環境に適さない場合は，優先項目の

品質も調整する．ネットワークの測定結果から要求された

品質より高品質な映像を提供できる場合は品質を向上させ

る．品質選択は定期的なネットワーク性能の測定の終了後

と利用者要求が変更された場合の 2 つのタイミングで行わ

れる． 

 これらにより選択された品質を動的に変換して映像通信

を行うことで利用者要求を満たしつつ，現在のネットワー

ク性能に適した映像通信を行う． 

5．RSSI とスループットの関係について 

これまでに，AP と利用端末間の距離や RSSI，利用周波

数帯，ネットワーク構成の違いなどによるスループットの

変化を把握するための実験を行ってきた．関連文献[4]では，

RSSI とスループットに相関関係があることが述べられて

いる．我々も実験を行ってみた結果，ある程度の相関関係

があることが確認できた．実験は無線接続された 2 台の利

用者端末と AP を用い，その間の距離を片方の端末は 1m

に固定し，もう片方の端末を 10m 間隔で変化させ，各地点

でスループットと RSSI の測定を行った．測定ツールは

Iperf2.0.5 と Wifi Analyzer3.6.3 を使用した．その結果の一

部を図 5 に示す．また，これら以外の実験から相関関係は

ネットワーク構成や利用周波数帯によって異なることがわ

かった．今後も実験を続け，実測値から得られる相関関係

をもとに映像品質制御アルゴリズムを実装する予定である． 

 
 

6．まとめ 

本稿では，無線ネットワーク環境における映像品質制御

手法の提案を行った．使用するネットワーク環境の変化と

利用者要求に対応して通信する映像品質を制御することで

通信時の映像の乱れや断絶を抑制すること目的としている．

今後は提案した映像品質制御アルゴリズムの詳細設計およ

び実装とその有用性の評価を行っていく予定である． 
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図 3.状態遷移図 

図 4.制御イメージ図 

図 5.RSSI と Throughput の実測結果 
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